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高１課題研究・領域別中間発表会

<課題研究の６領域> 国際学部の栗原先生の講座での発表

２０１７年１１月３日（文化の日）、宇都宮大学の峰キャンパスで「１学年の領域別中間発表会」を

行いました。当日は、宇都宮大学のオープンキャンパスが行われており、生徒は午後の２コマの大学の

授業を受講（見学）した後、本校生を対象とした特別講座（１３講座、各９０分）に参加しました。

班によっては、前日遅くまで残って準備を行い、本番に臨みました。各班とも、発表の後に活発な質疑応

答があり、さらに大学の先生や大学生からも、研究のアドバイスや発表の仕方など、貴重なご意見をいた

だきました。

<日程> １１：００ 佐野高校集合（バスの中で点呼）：バス４台（ＳＧＨ経費）

１１：１０ 出発。バスの中で各自昼食をとる

１２：２０ 宇都宮大学峰キャンパス着、 陽東キャンパス希望者はバスで移動

１２：５０ ～１４：２０ 各学部の講義受講① ～ 途中で出入り可

１４：３０ ～１６：００ 各学部の講義受講② ～ 途中で出入り可

１６：００ 集合。課題研究を発表する教室に班ごとに移動

１６：１０ ～１７：４０ 課題研究発表

→・研究内容に応じて、大学の教員や学部学生、大学院生等から専門的な

アドバイス等を受ける。大学の教員は、一人で最大三つの班まで担当

・発表は PPまたはポスター
・各班の持ち時間は 25分（発表 5-8分、アドバイス 15分）

１８：００ 宇都宮大学発、 １９：００ 佐野高校着、解散

←まず、宇都宮大学教授 学長補佐の松金公正先生

から日程説明がありました。

☆中間発表終了後、多くの大学の先生から、「高校

生がこれだけのことをやれることに驚いた。非常

に大きな刺激を受けた。」という高い評価を

いただきました。ご協力いただいた先生方、学生

の皆さま、大変ありがとうございました。



領域 指導してくださった大学の先生および発表した班 発表の様子

領域１ ①地域デザイン科学部 長田哲平先生 4B43教室
→１班：災害復興と防災調査

２班：住民とつくる災害医療体制

領域２ ②教育学部 長谷川万由美先生 4B41教室
→３・４班：すべての人に健康と福祉を

③農学部 大久保達弘先生 4B21教室
→５・６班：人間と里山、生物多様性 領域１（公害や災害からの復興）

領域３ ④国際学部 髙橋若菜先生 4B11教室
→７班：１００年後の水を考える

８班：バイオマス発電、再生可能エネルギー

９班：小水力発電、再生可能エネルギー

領域４ ⑤地域デザイン科学部 若園雄志郎先生 ｺﾓﾝｽﾞ 4
→ 10ab 班：観光客を呼び込め！観光客をもてなす

魅力的なまちづくり

⑥地域デザイン科学部 髙橋俊守先生 4A42教室
→ 11ab班：古地図を片手にブラタモリ、城下町と

唐沢山城を調査

⑦地域デザイン科学部 石井大一郎先生 4A46教室
→ 12･14班：住民を魅了し若者が住みたくなる

まちづくり

13 班：通り過ぎる街から人々が交流する街へ！
歩いて暮らせる街づくり

領域５ ⑧地域デザイン科学部 大森玲子先生 4A44教室
→ 15班：意外な地域資源を商品化！地産地消で地域

経済の好循環

⑨国際学部 栗原俊輔先生 4B24教室
→ 16～ 18班：若者がひらくアグリビジネス

領域６ ⑩国際学部 田巻松雄先生 4A33教室
→ 19･20 班：在住外国人を含めた質の高い教育を

みんなに

⑪教育学部 小野瀬善行先生 4B31教室
→ 21班：これからの新しい教育方法と評価

22班：東京農工大との佐野小への出前授業

⑫教育学部 艮 香織先生 4A35教室
→ 23･24班：子どもに最高の教育環境を与えたい

⑬留学生・国際交流ｾﾝﾀｰ：湯本浩之先生 ｺﾓﾝｽﾞ 2
→ 25ab班：生涯スポーツで人生の豊かさを実現！

そのための環境と健康調査

⑤地域デザイン科学部 若園雄志郎先生 ｺﾓﾝｽﾞ 4
→ 26 班：佐野民話の会員とともに佐野七不思議の

民話収集、方言調査

領域６（人権・教育・文化）

領域５（まちづくり・ｺﾐｭﾆﾃｨ）

領域４（環境と経済・法律）

領域２（自然・生命）

領域３（食料・ｴﾈﾙｷﾞｰ・水）


